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計画 8-1 新世界ザル視物質レパー トリー の生成と消
滅に関する研究






































































































































され た ,.dendritic cells, macropahes お よ び
endothelialcells等でのポジティブシグナルは認めら
れなかった｡さらに,炎症性サイトカインのTNF-aなら
びに末梢血血球像の変化など炎症応答を指標にした安全
性も検討した｡TNF-aの産生や好中球増大などは見られ
ず,炎症反応や投与部位の細胞･組純陣容も認められず.
安全性に関しては問題無いことが示された｡
以上の結果から,~サルモデルにおいては 迫伝子銃
(genegun)でのGFP遺伝子野人法はリポソームベクタ
ーに比べ,迫伝子導入効率および迫伝子産物 (タンパク
質)発現効率とも低く,今後の裸四として投与条件 (300
psi)等の検討の必要性が示された｡
自由2 サルのGタンパク質共役受容体の研究
武田茂樹 (群馬大･工 ･生物化学工学)
我々はヒトのゲノム情報から新規 Gタンパク質共役
受容体迫伝子を予想し,それらのクローニングを行った｡
その機能の解明およびヒトとサルの生体内I粥艮伝達の違
いを明らかにする一環として,今回サルの脳の各部位お
よび喚上皮からmRNAを掃出し,RT-PCRによって各種G
タンパク質共役受容体遺伝子の発現状況を調べてヒトと
の比較を試みた｡霊長類研究所では実験殺後速やかに脳
や喚上皮を採取することができたため,良質のRNA画分
が調製できた｡しかしヒトの遺伝子配列を基に設計した
RT-PCR用プライマーはあまり効率よくサルの迫伝子を増
幅することができず,ヒトとサルの迫伝子配列はそれほ
ど高い一致を示さないことを示唆した｡これらのプライ
マーの多くはヒトの迫伝子を増幅する時と比べ,アニー
リング温度を 5℃前後下げることによってサルの迫伝子
を増幅することができ,我々が新規に同定したGタンパ
ク質共役受容体迫伝子ではヒトとサルでは発現状況に大
きな違いは見られなかった｡現在,げっ歯類のフェロモ
ン受容体と相同性が見られる受容体遺伝子および我々が
新たにリガンドを同定した新規受容体遺伝子について,
サルのホモログ遺伝子をクローニングするためのライブ
ラリー を構築している｡
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